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Frankfurt/M 2009, S. 62（前田敬作・山口知三訳『非政治的人間の考察』(上)、筑摩書房、1968 年、57 頁） 
2 List, Friedrich, Das nationale System der politischen Oekonomie, Neue unveränderte Auflage, 
Stuttgart und Tübingen 1844(1. Auflage, 1841)(Hg., Sommer, Artur, Friedrich List 
Schriften/Reden/Briefe, Bd. VI, Berlin 1930. 以下ではこの版の頁数を示す。), S. 11ff., 36. 邦訳として
は、小林昇訳『経済学の国民的体系』岩波書店、1970 年、6 頁以下、38 頁。それ以前の邦訳として、正木一
夫・谷口吉彦訳『国民経済学体系』（上）、（下）、改造社、1940 年（同訳には他の版もある）。現在（2012 年 11
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Wirtschaftsgeschichte, in: Zeitschrift für die gesamte Staatswissenschaft, Bd. 124, 1968. auch, in: 
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Göttingen 1980. 
5 List, Das nationale System der politischen Oekonomie, S. 161. なお、小林訳（183 頁）では「世界主
義経済学」、正木・谷口訳（上、209 頁）、および小林昇「フリードリッヒ・リスト――その生涯と学説」（同『小林昇
経済学史著作集』VI, 未来社、1978 年、所収、55 頁）では「万民経済学」。 
6 毛利健三「J・S・ミルと F・リストの世界――社会主義の登場と古典経済学」（『古典経済学の地平――理論・時




























                                                   
7 この点に関して、次の指摘を参照。八木紀一郎「第 7 巻序文」（同編『経済思想７ 経済思想のドイツ的伝統』
日本経済評論社、2006 年） 
8 リストの言葉。List, Das nationale System der politischen Oekonomie, S. 371（小林訳、422 頁） とりわ





照、Shafaeddin, Mehdi, Friedrich List and the Infant Industry Argument, in: Jomo K. S., ed., The 
Pioneers of Development Economics. Great Economists on Development, Zed Books: London and 





















から 1834・35 年の 96274 ツェントナーへ14） 、その後、19 世紀半ばまでに、さらに 3 倍の増加を示した（1848・
49 年、281938 ツェントナー）。ドイツの綿織布業への同盟域内からの綿糸供給率は、1836～40 年には 29.4％
であったが、46 年の 35.6％を経て、1850 年には 64.4％にまで上昇した15。銑鉄生産における木炭燃料（木炭
銑）から石炭燃料（コークス銑）への転換というこの時期の製鉄業における技術革新の普及は、図表 I-1 が示
すように、イギリスでは、18 世紀から 19 世紀初頭までの約 1 世紀をかけて極めて緩慢な速度で進行したが、ド
イツでは、1820年代半ばに導入したこの新技術の普及も、まさにこの関税同盟が設立された1830年代の後半
から 40 年代以降文字通り加速化し、最初の導入から 1870 年代初頭までのほぼ 40 年間で代替が完了した16。 
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Papers in Economic and Social History, Number 84, August 2010. 
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S. 56.（大島隆雄訳『ドイツ経済史 1789－1871 年』大月書店、1980 年、50 頁） 
14 ツェントナー(Zentner)は重量単位を示し、1 ツェントナーは 50 キログラム。 
15 Mottek, Wirtschaftsgeschichte Deutschlands, S. 190.（『ドイツ経済史 1789－1871年』141頁）; 諸田
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22 Gerschenkron, Alexander, Economic Backwardness in Historical Perspective, in: Gerschenkron, 
A., Economic Backwardness in Historical Perspective, Harvard University Press, 1962（「歴史的視
野から見た経済的後進性」絵所秀紀他訳『後発工業国の経済史』ミネルヴァ書房、2005 年、所収；「歴史的観
点から見た経済的後進性」池田美智子訳『経済的後進性の史的展望』日本経済評論社、2016 年）. 
23 Mill, John Stuart, Principles of Political Economy with some of their Applications to Social 
Philosophy, Books I-II, (First ed. 1848), University of Toronto Press, 1965, p. 913ff. 
図表 I-１ ヨーロッパ諸国におけるコークス銑のシェア 1700－1870 年         
 



























                                                   
24 本稿、第 III 章を参照。 
25 本稿、IV(8)を参照。 




VIII, 未来社、1978-79 年； 同『東西リスト論争』みすず書房、1990 年）を初めとする我が国の研究史に関し
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昇のリスト論とも関わって、次を参照。田村信一『ドイツ歴史学派の研究』日本経済評論社、2018 年。 
27 以上については、本稿 III(5)~IV を参照。 
28 ドイツに関しては、Abelshauser, Werner, Kulturkampf, Berlin 2003（雨宮他訳『経済文化の闘争 資
本主義の多様性を考える』東京大学出版会、2009 年）; Ders., Deutsche Wirtschaftsgeschichte von 1945 
bis zur Gegenwart, 2. Aufl., München 2011; Krahnen, Jan P. , R. H. Schmidt, ed., The German 
Financial System, Oxford Universty Press, 2004. 国際比較として、Hall、Peter A., David Soskice, ed., 
Varieties of Capitalism: The Institutional Foundations of Comparative Advantage , Oxford 







































したうえで、それを、①精神的資本と物質的資本(geistiges und materielles Kapital)、②（後者に関してはさら




                                                   
29 List, Das nationale System der politischen Oekonomie, S. 129f., S. 212f., S. 324. （小林訳、147, 
241, 366 頁）  
30 伊藤元重「温室の中での競争――日本産業政策と日本の自動車産業」（伊丹敬之・加護野忠男・伊藤元重
編『日本の企業システム４ 企業と市場』有斐閣、1993 年、所収）。この論点については、本稿 V(1)を参照。 
31 既出の文献以外に、ここでは次のみを挙げておく。林信太郎・柴田章平『産業政策立案者の体験記録』国
際商業出版株式会社、2008 年、266、568、599 頁；Chang, Ha-Joon, Kicking Away the Ladder; 
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Mehdi, Friedrich List and the Infant Industry Argument; Freeman, Chris, The ‘National System of 
Innovation’ in historical perspective, in: Cambridge Journal of Economics, 19, 1995; Levi-Four, 
David, Friedrich List and the Political Economy of the Nation-State, in: Review of International 
Economy, 4:1, Spring 1997; Breslin, Shaun, The ‘China Model’ and the Global Crisis: from 
Friedrich List to a Chinese Mode, in: International Affairs, 87:6, 2011. Buchheim, Chritoph, 
Einführung in die Wirtschaftsgeschichte, München 1997, S. 36; Schlicht, Ekkehart, Die 
Wachstumstheorie von Mikro- und Makroansatz, in: Gahlen Bernhard, Helmut Hesse, Hans 
Jürgen Ramser(Hg.), Wachstumstheorie und Wachstumspolitik. Ein neuer Anlauf, Tübingen 1991, 
S. 120. 

































する最近の比較分析（図表 II-1）によれば、1870 年から 1913 年のヨーロッパ主要諸国の一人あたり GDP 成長
率のほぼ四分の三(73%)が全要素生産性の成長によって説明されるとしている36。 
                                                   
33 List, Das nationale System der politischen Oekonomie, S. 180. (小林訳、205 頁) 本稿 III(5)を参
照。 
34 次を参照、Buchheim, Chritoph, Einführung in die Wirtschaftsgeschichte, München 1997, S. 36; 
Schlicht, Ekkehart, Die Wachstumstheorie von Mikro- und Makroansatz, in: Gahlen Bernhard, 
Helmut Hesse, Hans Jürgen Ramser(Hg.), Wachstumstheorie und Wachstumspolitik. Ein neuer 
Anlauf, Tübingen 1991, S. 120; 伊藤元重「温室の中での競争――日本産業政策と日本の自動車産業」；グ
ロスマン、G. M., ヘルプマン、E., 大住圭介監訳『イノベーションと内生的成長』創文社、1997 年；ジョーンズ、
チャールズ・I., 香西泰監訳『経済成長理論入門 新古典派から内生的成長理論へ』日本経済新聞社、1998
年；中野剛志『国力論――経済的ナショナリズムの系譜』以文社、2008 年、38 頁以下。 
35 ジョーンズ『経済成長理論入門』、第 2，3 章。同『マクロ経済学 I』東洋経済新報社、2011 年、114 頁以下。
比較経済史の立場からの、TFP の一要因としての制度に関する有益な考察として、Broadberry, Stephen 
and Kevin H. O’Rourke, ed., The Cambridge Economic History of Modern Europe, Vol. 1, p. 71f., 
159f.; Vol. 2: 1870 to the Present, Cambridge University Press, 2010, p. 68f. 
36 Broadberry, Stephen and Kevin H. O’Rourke, ed., The Cambridge Economic History of Modern 
Europe, Vol. 2: 1870 to the Present, Cambridge University Press, 2010, p. 50.  
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図表 II-1 ヨーロッパ諸国の GDP、生産要素、TFP  1870~1913 年        （各々、変化率、単位： ％） 











デンマーク 2.86 1.04 -0.53 3.29 1.32 1.57 84 49 
フランス 1.63 0.2 -0.18 1.41 1.19 1.45 82 73 
ドイツ 2.9 1.47 -0.43 3.12 1.24 1.72 72 43 
イタリア 1.66 0.58 -0.04 2.67 0.48 0.92 52 29 
オランダ 2.16 1.22 -0.25 3.14 0.54 0.89 61 25 
スペイン 1.81 0.52 -0.31 1.82 1.12 1.28 87 62 
スウェーデン 2.62 0.71 -0.52 3.43 1.46 1.9 77 56 
英国 1.86 1.15 -0.09 2.13 0.48 0.97 49 26 
ヨーロッパ 
主要８カ国 
2.04 0.85 -0.29 2.36 0.94 1.29 73 46 
西ヨーロッパ 2.05 0.86 -0.32 2.36  1.29   







資料： Broadberry, Stephen and Kevin H. O’Rourke, ed., The Cambridge Economic History of 
Modern Europe, Vol. 2: 1870 to the Present, Cambridge University Press, 2010, p. 50. 
 
ところで、「国民的生産力」への教育や技術のダイナミックな転換という考え方は、リストよりもいっそう早く、リ












logY=0.7logL+0.3logK+logA d/dt[logY]=0.7d/dt[logL]+0.3d/dt[logK]+d/dt[logA]  したがって、 
d/dt[logA]= d/dt[logY]-0.7d/dt[logL]-0.3d/dt[logK] 
38 McCulloch, John Ramsay, Principles of Political Economy, with Sketch of the Rise and Progress 











ギリスの間の 16 世紀末からの覇権をめぐる度重なる戦争を中心に、ヨーロッパ大陸の 30 年戦争（1618-48 年）
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信堂、1987 年、所収）。 
47 Feinstein, Charles H., Temin, Peter, Toniolo, Gianni, The European Economy between the Wars, 
Oxford University Press, 1997, の Epilogue を参照。 
48 中川淳司『WTO――貿易自由化を超えて』岩波書店、2013 年。 
49 Marx, Karl, Über F. Lists Buch „Das nationale System der politischen Ökonomie“, 4. Die 
Originalität des Herrn List (Zuerst, in: Beiträge zur Geschichte der Arbeiterbewegung, Heft 3/1972, 
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る。Die Seperatausgabe Kritik der bürgerlichen Ökonomie : Neues Manuskript von Marx und Rede 
von Engels über F. List, Berlin (West), VSA 1972, S. 7-43. マルクスのこうしたリスト批判は、彼が編集す
る『ライン新聞』での一連のリスト批判論文と対応していよう。次を参照、諸田實「『国民的体系』のリストと『ライン
新聞』のマルクス――ブルッゲマンを中心に」（服部正治・竹本洋編『回想 小林昇』日本経済評論社、2011 年、
所収）。なお、次を参照、勝又章夫「マルクス、エンゲルスにおける Nation と Nationalität―48 年革命におけ
る『歴史なき民』の理論的背景について」『史学』（三田学会）、Vol. 67, No. 3/4, 1998. 7, 143 頁。ブルッゲマ

































                                                   
50 小林昇「フリードリッヒ・リストの生産力論」（1948 年）（『小林昇経済学史著作集』VI、未来社、1978 年、所
収）103 頁以下、179 頁、270 頁以下。 
51 本稿 III(4)を参照。 
52 本稿 IV(8)を参照。 
53 List, Friedrich, Die politisch-ökonomische Nationaleinheit der Deutschen(1943-46), 
herausgegeben von Friedrich Lenz und Erwin Wiskemann, Friedrich List Schriften/Reden/Briefe, 
Bd. VII, Berlin 1931.（リスト、フリードリッヒ、正木一夫訳『ドイツ人の政治的経済的国民統一――政治経済学
上の遺書』改造社出版、1941 年）；諸田實『晩年のフリードリッヒ・リスト』、266 頁以下。 
54 リストは、英国との同盟計画を実現するために 1846 年 6 月 19 日に首相ピールと交渉すべく渡英したが、




































                                                   
55 『小林昇経済学史著作集』VI、未来社、1978 年、462 頁。原田哲史「小林昇先生のリスト研究と現代の視点、










立するリスト論として次を参照、Abelshauser, Werner, „Mitteleuropa“ und die deutsche 
Außenwirtschaftspolitik, in: Buchheim, Christoph, Michael Hutter, Harald James(Hg.), Zerrissene 
Zwischenkriegszeit. Wirtschaftpolitische Beiträge, Baden-Baden 1994, S. 264f.; Ders., 
Kulturkampf, Berlin 2003, S. 1, 12, 156（雨宮他訳『経済文化の闘争 資本主義の多様性を考える』東京
大学出版会、2009 年、i, 6, 147 頁） 
58 小林昇『東西リスト論争』みすず書房、1990 年、所収。 
59 Kocka, Jürgen, Karl Marx und Max Weber: ein methodologischer Vergleich, in: Zeitschrift für die 
gesamte Staatswissenschaft, Bd. 122, 1966, S. 356. （コッカ、ユルゲン「カール・マルクスとマックス・ウェ
































ティリーが「アメリカで非常によく利用されている国際経済のテキスト」(ein meist benutztes amerikanisches 
Lehrbuch zur Außenhandelslehre)61として言及したのは、P. T. エルズワース(Paul Theodore Ellsworth)の著書
『国際経済』第 3 版（1964 年）である。ちなみに、このテキストには、次のような長い改訂の歴史がある（著者名
は 2 番目に表記する）。 
 
1. The International Economy : its Structure and Operation, P.T. Ellsworth, Macmillan, 1950. 
2. The International Economy, P. T. Ellsworth, revised, Macmillan, 1958.  
3. The International Economy, P. T. Ellsworth, third ed., Macmillan, 1964.  
4. The International Economy, P. T. Ellsworth. With the collaboration of J. Clark Leith, 4th ed., Macmillan, 
1969. 
5. The International Economy, P. T. Ellsworth, J. Clark Leith, 5th ed., Macmillan, 1975.  
6. The International Economy, P. T. Ellsworth, J. Clark Leith, 6th ed., Macmillan, 1984.  
                                                   
60 同様の問題が、社会システム理論と親和的関係にある概念史的方法についても指摘しうるように思われる。
概念史の方法については、Koselleck, R., Einleitung, in: Geschichtliche Grundbegriffe, Bd. 1, 
Stuttgart, 1979. なお次を参照、雨宮昭彦「比較社会史の「理論」と社会システム論的アプローチ」『思想』、
No. 1032、2010 年 4 月。 
61 Tilly, Los von England, S. 180; Tilly, Kapital, Staat und sozialer Protest in der deutschen 
Industrialisierung, S. 290. なお、1968 年の講演論文で用いられた「頻繁に」を示す副詞 meist は、1980
年の論文集では häufig に変わっている。前者は、英語では、usually, mostly, generally であり、後者は、















っぷり 2 章分（28，29 章、786～865 頁）があてられ、それに続く最終章（30 章）では「より自由な通商政策へ」
のタイトルのもとに、第二次世界大戦後に模索された自由・無差別・多角主義の国際貿易と各国（とりわけ後発
国）の経済発展（工業化）と（先進国の）完全雇用との両立を可能とするような枠組の構築を模索した ITO（国際
貿易機構）の構想が議論されていることである。しかし、後の版になると、「経済開発」は短い 1 章分（第 5 版で
は、28 章、492～515 頁、第 3 版でもほぼ同じ分量）へと縮小され、また、その後米国議会で批准されることなく、
アドホックでプラグマティックな GATT に取って代わられて、構想のみで消えていった ITO は、戦後貿易自由
化の過程における数行のエピソードへと降格した（第 5 版では p.532 の簡単な記述）。 















                                                   
62 List, Friedrich, The National System of Political Economy, Translated by Sampson S. Lloyd, 
Longmans, Green & Co., London, 1922. 




















、という変化である（「開発経済学の第 1 のパラダイム転換」）。そうした中で、後者は、70 年代の
オイルショックを経て「構造調整プログラム」として政策的に定着していくことになる。 
開発経済学のこうした基本的トレンドの中に『国際経済』の各版を置いてみると、すでに 1950 年代末に大幅















エルズワースの著書『国際経済』初版（1950 年）でリストが議論されているのは、第 IV 篇「国際経済の衰退」、
すなわち、１９世紀に発展した国際経済の、世紀末以後の後退から第一次世界大戦を経て解体に至る 1930






は 16 世紀以後に現れた重商主義的政策（本書では第 I 篇「重商主義からレッセフェールへ」）の世界的なリバ
                                                   
65 以下については、絵所秀紀『開発の政治経済学』日本評論社、1997 年； 同「経済開発理論の展開と国際
機関」（東京大学社会科学研究所編『20 世紀システム ４ 開発主義』東京大学出版会、1998 年、所収）。関
連して、末廣昭『キャッチアップ型工業化論――アジア経済の軌跡と展望』名古屋大学出版会、2000 年； 池
野旬『アフリカ農村と貧困削減――タンザニア 開発と遭遇する地域』京都大学出版会、2010 年。 




































                                                   
67 Ｅｌｌｓｗｏｒｔｈ, The International Economy : its Structure and Operation, p. 362f. 
68 Ｅｌｌｓｗｏｒｔｈ, The International Economy : its Structure and Operation, p. 363. 
69 次を参照、田村信一『ドイツ経済政策思想史研究』未来社、24、32 頁。なお、19 世紀前半のドイツ・ナショ
ナリズムのナチス期における利用については、Ihde, Wilhelm(Hg.), Los von England : der deutsche 
Abwehrkampf gegen Englands wirtschaftliche Weltmachtstellung in der ersten Hälfte des 19. 
Jahrhunderts : List, Harkort, Borsig, Siemens, Leipzig 1939. 
70 とくに次を参照、Etges, Andreas, Wirtschaftsnationalismus. USA und Deutschland im 
Vergleich(1815-1914), Frankfurt/New York 1998. ナチス第三帝国期については、Ihde, Los von 
England. この論点に関連して、最近では、研究対象となる経済学を、もっぱら、その著者の経済的ナショナ
リズムの表現として解釈する解釈学的手法による研究が登場した。次を参照、Nakano, Takeshi, Alfred 




































                                                   
72 Ｅｌｌｓｗｏｒｔｈ, The International Economy : its Structure and Operation, p. 367; List, Friedrich, The 
National System of Political Economy, Translated by Sampson S. Lloyd, Longmans, Green & Co., 
London, 1922, p. 141.（小林訳、237 頁） 
73 田村信一『ドイツ経済政策思想史研究』24、32 頁；Ihde (Hg.), Los von England, S. 39ff. 
74 中野剛志『国力論』、35頁以下；トッド、E.他『自由貿易という幻想――リストとケインズから「自由貿易」を再考
する』藤原書店、2011 年。 
75 Etges, Wirtschaftsnationalismus, S. 373f.  
76 これは通常は次のように理解されている。原始未開状態―牧畜状態―農業状態―農・工状態―農・工・商状
態。List, Das nationale System der politischen Oekonomie, S. 212. （小林訳、240 頁） 
77 Ｅｌｌｓｗｏｒｔｈ, The International Economy : its Structure and Operation, p. 367. 
78 Ｅｌｌｓｗｏｒｔｈ, The International Economy : its Structure and Operation, p. 367; List, The National 






















日でも、決して死んではいない。工業発展への熱望(the desire for the industrial development)は、工業化が遅






の議論の観点」、そして、「今日、いっそう現代的に定式化されて大きく強調されつつある観点(an aspect which 




                                                   
79 Ｅｌｌｓｗｏｒｔｈ, The International Economy : its Structure and Operation, p. 368; List, The National 
System of Political Economy, p. 93. （小林訳、179 頁） 
80 Ｅｌｌｓｗｏｒｔｈ, The International Economy : its Structure and Operation, p. 368; List, The National 
System of Political Economy, p. 247. （小林訳、364-365 頁） 
81 Ｅｌｌｓｗｏｒｔｈ, The International Economy : its Structure and Operation, p. 369n.; List, The 
National System of Political Economy, p. 144-145. (小林訳、241-242 頁) 
82 Ｅｌｌｓｗｏｒｔｈ, The International Economy : its Structure and Operation, p. 369n.; List, The 
National System of Political Economy, p. 103. (小林訳、190-191 頁) 
83 Ｅｌｌｓｗｏｒｔｈ, The International Economy : its Structure and Operation, p. 370. 










































この点で興味深いのは、『国際経済』第 2 版および第 3 版では、初版とは異なって、著者のいわゆるリストの
「現代的な定式化」と関連すると思われる保護政策の経済学が、新たに、「規模の内部経済」(internal 





                                                   
85 Ｅｌｌｓｗｏｒｔｈ, The International Economy : its Structure and Operation, p. 371; List, The National 
System of Political Economy, p. 115, 175. (小林訳、205, 276 頁) 
86 Ellsworth, The International Economy, revised ed., p. 200; Ellsworth, The International 
Economy, third ed., p. 221.  
87 第 2 版では第 12 章。第 3 版では第 13 章。全ての章が、第 2 版では分類されることなく配列されていたの
に対して、第3版では、６つの篇に整理された。その第13 章は、第3篇「国際主義とそのライヴァル」を構成す







































                                                   
88 以下は、Ellsworth, The International Economy, revised ed., p. 198-200; Ellsworth, The 



























高まっていくのである。それらの諸次元は、「工場」(Fabrik)から始まって、「各々の地域」(jede Gegend und jede 
Provinz)や「各々の工業部門」(jede Gattung von Fabriken)を経て、「国民的結合」(Nationalverband)へと至る。
しかし、それだけではないだろう。リストの議論全体の論旨を汲めば、「地上の諸国民の連合体」(die Verein 
der Nationen der Erde)のなかで漸次発展する「真の貿易の自由」を通じた国際的次元での「結合」をも当然そ
                                                   
89 Ellsworth, The International Economy, revised ed., p. 200; Ellsworth, The International 
Economy, third ed., p. 221; List, The National System of Political Economy, p. 115, 175. (小林訳、
205, 276 頁)  
90 Ｅｌｌｓｗｏｒｔｈ, The International Economy : its Structure and Operation, p. 371. 
91 Ellsworth, The International Economy, revised ed., p. 200; Ellsworth, The International 
Economy, third ed., p. 221. 
92 List, Das nationale System der politischen Oekonomie, S. 188-190. （小林訳、214-217 頁）  
93 若田部昌澄「アダム・スミスの分業論――技術と内部組織」『早稲田経済学研究』33 号、1991 年 6 月； 前田
淳「マニュファクチュア段階における「生産システム」の特質――アダム・スミスの「分業論」を踏まえて」『三田商



































 ところで、マーシャルが、この『経済学原理』の初版(1890 年) 97刊行後から取り組み、その「事実上の続巻」(in 
effect a continuation of the present volume)98として、第一次世界大戦直後（1919 年）に公にした『工業と商業』
99(1919 年)を少しでも繙けば、彼の問題関心の所在がいやでも目に入ってくるであろう。すなわち、19 世紀末
                                                   
94 List, Das nationale System der politischen Oekonomie, S. 167f. （小林訳、191-192 頁）  
95 Flath, David, The Japanese Economy, second edition, Oxford University Press, 2005, p. 188. 
96 Marshall, Principles of Economics, 8th ed., p. xiii. （馬場訳『経済学原理 I』xvi 頁） この部分は、邦
語訳では、「相当よく」（享受している）と訳されている。fair に託されていると思われる規範性を表示すべきで
はないだろうか。 
97 Marshall, Alfred, Principles of Economics, London: Macmillan and Co. and New York, 1890. 
98 この言葉は、マーシャル『経済学原理』の「第8 版への序文」（1920 年）に記されている。Marshall, Alfred, 
Principles of Economics, 8th ed. London : Macmillan, 1920,p.xii. （マーシャル、A.、馬場啓之助訳『経
済学原理 I』東洋経済新報社、1965 年、XV 頁） 
99 ここでは次の版を用いる。Marshall, Alfred, Ｉｎｄｕｓｔｒｙ ａｎｄ Ｔｒａｄｅ. A study of industrial technique 
and business organization; and of their influences on the conditions of various classes and nations, 
3. ed., Ｍａｃｍｉｌｌａｎ ａｎｄ CO. Ｌｉｍｉｔｅｄ: Ｌｏｎｄｏｎ, 1920. 同書第 4 版（1923 年）の邦訳として、永澤越郎訳


















よう。先に見たように（図表 II-1）、この時期（1870－1913 年）の GDP 成長率はヨーロッパではドイツが 2.9％と
最も高く、これに対して、イギリスは 1.86％とヨーロッパ 8 カ国平均（2.04％）以下にあった（最も低かったのはフ
ランスの 1.63％）。生産関数における投入した全ての生産要素の生産性・効率性を示す変数、全要素生産性
の成長率（1870-1913 年）は、イギリスの場合、ヨーロッパ 8 カ国（その平均 0.94％）のなかで、イタリアと並んで
最も低い0.48％を示し、この期間における一人当たりGDPの成長に対する全要素生産性の貢献度（TFP成長
率／一人当たり GDP 成長率）は 49％と、ヨーロッパ 8 カ国（その平均 73％）のなかで最低の水準にあった。 
19 世紀末以後の「産業上のイニシアティブ」(industrial initiative)におけるイギリスの「相対的弱体化」
(relative slackening)とアメリカとドイツの台頭を指摘したマーシャルは、「こうした動向は世界大戦によって中断





のは、何よりも、こうした「国民的観点」(the national [point of view])であり、それも、「コスモポリタンな観点」(the 
cosmopolitan point of view)、すなわちかつてリストが批判的な意味を込めて用いたような「先進国ナショナリズ
                                                   
100 Marshall, Ｉｎｄｕｓｔｒｙ ａｎｄ Ｔｒａｄｅ, p. 3, 86ff., 121ff., 140ff. （永澤訳『産業と商業』（第一分冊）4 頁、
112 頁以下、159 頁以下、184 頁以下） 以下の論点に関連して、次を参照。Tamotsu Nishizawa, 
Marshall on Britain’s industrial leadership and business organization: Industry and Trade 
revisited, in: Tiziano Raffaelli, Tamotsu Nishizawa, Simon Cook, ed., Marshall, Marshallians and 
Industrial Economics, Routledge, 2011. 
101 Marshall, Ｉｎｄｕｓｔｒｙ ａｎｄ Ｔｒａｄｅ, p.1f. （永澤訳『産業と商業』（第一分冊）2 頁以下） 
102 サブタイトルは、A study of industrial technique and business organization; and of their influences 












（1890 年）においては、後に示すように、その第 1 篇















に、初版刊行後「20 年の間に」(in the twenty years)、「経済と社会科学の研究が人文科学教育において占め
るべき地位について世論が大きな発達を遂げたこと」(public opinion as to the position which the study of 
economic and social science should hold in a liberal education has greatly developed.)107である。経済学が有す
る教育的意義の高さが社会的に認知され、その要求を満たす経済学テキストが要請されるなかで、マーシャ
ルの『原理』はそうした要請に応えるべく改編されたのであろう108。要するに、本書『経済学原理』は、初版刊行
                                                   
103 この言葉は次に拠る。関口尚志・梅津順一『三訂版欧米経済史』放送大学教育振興会、1995 年、140 頁
以下。 
104 Marshall, Ｉｎｄｕｓｔｒｙ ａｎｄ Ｔｒａｄｅ, p.2f., 10. （永澤訳『産業と商業』（第一分冊）3 頁以下、14 頁） なお、
この点に関連して、Nakano, Alfred Marshall’s Economic Nationalism; Simon Cook, The history of 





の構想は、J. A. ホブソンや H. G. ウェルズも共有するところであった」。この点については本稿 IV(6)を参
照。 
105 馬場啓之助「訳者解題 B 第一分冊に関する若干の校訂ノート」（馬場訳『経済学原理 I』、所収）、272 頁
以下。 
106 Marshall, Principles of Economics, 8th ed., p. 10. （馬場訳『経済学原理 I』14 頁） 
107 Marshall, Principles of Economics, 8th ed., p. 10. （馬場訳『経済学原理 I』14 頁） 
108 マーシャルは、それまで「政治経済学」(political economy)と呼ばれていた学問に、新たに「経済学」
 26 

























そうした展開は、経済学の最近の進歩を「単に、イギリスの視点からのみ」(from the point of view of England 
only)概観したものであって、「イギリスにおける進歩は西欧世界全体(the whole western world)に拡大してきた












「リストのブリリアントな天才と愛国的情熱(The brilliant genius and national enthusiasm of List)は、この想定を
覆し、リカード派が自由貿易の間接的な影響については何らの考慮もしていないことを示した」117、とマーシャ
                                                                                                                                                                        
(economics)の名称を与え、自身が経済学教授を務めていたケンブリッジ大学における経済学科の創設に尽
力した。中野剛志『国力論』、144 頁。 
109 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 67. （馬場訳『経済学原理 I』179 頁） 
110 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 68. （馬場訳『経済学原理 I』181 頁） 
111 スミス以後のイギリスに関しては、Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 55-68. （馬場訳『経済学
原理 I』164-179 頁）。ドイツに関しては、Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 68-71. （馬場訳『経
済学原理 I』181-184 頁）。 
112 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 55-57. （馬場訳『経済学原理 I』164-168 頁） 
113 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 55. （馬場訳『経済学原理 I』164 頁） 
114 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 68-70. （馬場訳『経済学原理 I』181-183 頁）。ドイツに関
する部分のほとんどはリストに関連しているように思われる。 
115 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 70. （馬場訳『経済学原理 I』183 頁） 
116 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 67. （馬場訳『経済学原理 I』180 頁） 









(many of his argument were invalid, but some of them were not)118と、基本的には、アンビバレントな評価を記し


































＜初版＞ Surrounded by powerful and aggressive armies Germany can exist only by the aid of an ardent 
national feeling. It is not therefore to be wondered at that Germans have insisted on and perhaps even 
exaggerated the fact that altruistic feelings have a more limited scope in the economic relations between 








                                                   
118 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 68. （馬場訳『経済学原理 I』181 頁） 
119 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 68. （馬場訳『経済学原理 I』181 頁） 
120 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 62, 68. （馬場訳『経済学原理 I』172, 183 頁） 
121 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 69.  






＜第 8 版＞ Surrounded by powerful and aggressive armies Germany can exist only by the aid of an ardent 
national feeling; and German writers have insisted eagerly, perhaps too eagerly, that altruistic feelings have a 




















間の「自然状態」(Naturstand(status naturalis))は「戦争状態」(ein Stand des Krieges)であるとしたカント
(1724-1804)晩年のあの有名な平和論（1795 年）、すなわち、「レストラン永久平和亭」(Zum ewigen Frieden)と
訳すことも十分に可能な「風刺的タイトル」(satirische Überschrift)が付されたあの著作の中にあるマーシャルの
祖国に関する記述をも想起していたであろうか124。カントは「我々の地上における文明の進んだ、とりわけ商業

















                                                   
123 Marshall, Principles of Economics, 8th ed., p. 768. 
124 Kant, Immanuel, Zum ewigen Frieden(1795), in: Kant’s gesammelte Schriften, Bd. VIII, 
Abhandlungen nach 1781, Berlin und Leipzig 1923, S. 343, 348, 358f.（宇都宮芳明訳『永遠平和のため

































は、そこから彼が学んだ分業論に関する重要な指摘とともに、第 2 版以後、全面的に削除された。 
さて、この章「研究の方法」で検討されているのは、社会生活の全ての側面は極めて密接に結びついてい
                                                   
125 馬場訳『経済学原理 I』182 頁。 
126 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 71. 
127 Marshall, Principles of Economics, 8th ed., p. 769. （馬場訳『経済学原理 I』769 頁） 
128 以下の点は、『経済学原理』初版、第 1 篇、第 4 章でも、後の版の付録 B でも内容に変更はない。 
129 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 69f. （馬場訳『経済学原理 I』182 頁） 
130 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 60. （馬場訳『経済学原理 I』171 頁） 
















これまでの議論を受けて、マーシャルは次のように述べている。「さらに言えば、確かに(Again, it is true 
that・・・・)、経済学者が関心を持つ個人とは、他の社会科学の研究者と同様に、主として、社会的有機体の構

































                                                   









は、それに続く、3 つの章、すなわち地域的産業集積という分業形態（第 10 章）、企業規模と分業の関係（第






『経済学原理』初版、第1 篇、第 5 章「研究の方法」において、ドイツ歴史学派の分業論へのオマージュを表



















(INTERNAL ECONOMIES)と呼んでよいであろう」137、と（大文字、原文）。「第 8 版への序文」で確認したように
マーシャル経済学のキーコンセプトへと発展していくことになるこの対概念は、『経済学原理』第 2 版において、
                                                   
133 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 74. 
134 「産業組織」は、第 4 篇、全 13 章のうちの 5 章分、第 8 章～第 12 章までを占めている。なお、この第 4 篇
は、第 1 篇「予備的考察」、第 2 篇「基本概念」、第 3 編「需要または消費」の後に置かれている。 
135 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 327. 
136 最終的な形態は、Marshall, Principles of Economics, 8th ed., p. 266. （馬場訳『経済学原理 II』248
頁以下） 



















(external and internal 
economies)である」138、と。 
ところで、『経済学原理』に少しでも親しんだものなら誰でも知っているように、この「内部的」(internal)、「外






































②そのタームの出典が、「研究の方法」（第 1 篇、第 5 章）においてリストと並んで「ブリリアントな天才」(the 
brilliant genius)141と称えられたもう一人のドイツ人経済学者フリードリッヒ・フォン・ヘルマン(Friedrich Benedikt 
Wilhelm von Hermann)の著書『国家経済の研究』142の第 3 章であることが、その引用（英訳）を本文中に一パラ
グラフを費やして紹介する形で、明記されていたことである143。この引用は、第 2 版以後は、全て注に回された
だけでなく、その出典であるヘルマンの著書のタイトル（ドイツ語）も削除されることになった144。これらは、一見
                                                   
138 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 374f. 
139 Marshall, Principles of Economics, 8th ed., p. 54f. （馬場訳『経済学原理 I』71 頁） なお、馬場訳で
は、internal を「内面的」、external を「外部的」と訳している。これは、邦訳が底本とした現行版（第 8 版ない
し第 9 版）が、この対概念を、「人間の非物質的な財」の分類に限定して用いていることから、internal に人間
の「内面」という日本語を当てることが適当であると判断したためであろう。 
140 第 2 版以後は、注において、「外部的」・「内部的」という概念をより広い意味で用いている。Marshall, 
Principles of Economics, second ed., p. 107; Marshall, Principles of Economics, 8th ed., p. 55n. （馬
場訳『経済学原理 I』72 頁、注１） 
141 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 70. 
142 Hermann, Friedrich Benedikt Wilhelm von, Staatswirthschaftliche Untersuchungen über 




1839 年に国家統計局長就任、1848/49 年にはフランクフルト国民議会議員、1855 年に枢密顧問官など、要
職を歴任した。 
143 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 106f. 






マーシャルは、『経済学原理』初版、第 2 篇「若干の基本的な概念」、第 2 章「富」を論ずるにあたって、「富」
(wealth)を構成する「財」(goods)というものにアプローチする際に、それを、「社会」(social)ではなく、「個人」


















し て い る 。 「 こ の 言葉を も っ て 、 ヘ ル マ ン は 、 富 に関 す る あ の 見事な 分析（ 『 国家経済の 研究
．．．．．．．




ヘルマンの著作を確認しておけば、（その第 3 章ではなく）その第 1 章は、次のような言葉で始まっている。
「人間の何らかの欲求を満足させるものを財(ein Gut)と言う。個々人にとって、財(die Güter)は内的なもの
(innere)と外的なもの(äußere)に分けられる。人が天賦として自分自身のうちに(in sich)見出したり、自由な活動
によって自分の内部に(in seinen Innern)生み出したりするものは、その人にとって内部財(inneres Gut)である。









                                                                                                                                                                        
ed., p. 54f. （馬場訳『経済学原理 I』70-72 頁） 
145 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 106. 
146 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 73. 
147 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 106; Marshall, Principles of Economics, second ed., p. 
107n. （馬場訳『経済学原理 I』72 頁, 注 1） 
148 Hermann, Friedrich Benedikt Wilhelm, Staatswirthschaftliche Untersuchungen über 
Vermögen, Wirthschaft, Produktivität der Arbeiten, Kapital, Preis, Gewinn, Einkommen und 
Verbrauch, München 1832, S. 1. 








































                                                   
150 実質賃金については、石見徹『世界経済史』東洋経済新報社、1999 年、65 頁以下。社会保険と労働市場
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例えば、1820 年～1913 年におけるスウェーデンのケース（図表 IV-1-2）、とくにその、新たな工業化の局面が
始まる 1870 年代以降の変化が示すように、一人当たり所得と人口とのトレードオフの関係を主張するマルサス





＝所得であるから153、一人当たり GDP は一人当たり所得と等しくなる154。 
                                                                                                                                                                        
規制については、Michael Huberman and Wayne Lewchuk, European economic integration and the 
labour compact, 1850–1913, in: European Review of Economic History, 7(01), April 2003. 
151 Broadberry, Stephen and Kevin H. O’Rourke, ed., The Cambridge Economic History of Modern 















はないだろか。マルサスの考え方を解説した George Alter/Gregory Clark, The demographic transition 
and human capital( in: Broadberry, Stephen/Kevin H. O’Rourke, ed., The Cambridge Economic 













































152 例えば、スウェーデンのケースに関する次を参照、Broadberry/O’Rourke, ed., The Cambridge 
Economic History of Modern Europe, Vol. 1, p. 54, Figure 2.5. 
153 ジョーンズ、チャールズ I., 『マクロ経済学 I』東洋経済新報社、2011 年、23 頁。 
154 こうした「GDP など、国民所得勘定は・・・・まさに 20 世紀の偉大な発明の一つである」（サミュエルソン、ノ




の GDP に対するその植民地の GDP の比率で見ると、19 世紀を通じてそれが最も高かったイギリスは、この時
点で 146％（！）、その次のフランスは 23％であったのに対して、アメリカは 2％、ドイツは 3％であり、ロシアは
0％（または有意の数字を挙げることは不可能）であった（図表 IV-2 を参照）。その結果、帝国（本国と植民地）
として見た時、イギリスの GDP はアメリカをも超えており、ドイツの２倍近くにも達していた。しかし、本国に関し




図表 IV-1-1 マルサス的レジーム 
 
資料： Broadberry, Stephen/Kevin H. O’Rourke, ed., The Cambridge Economic History of Modern Europe,  










                                                                                                                                                                        
ン景気研究所所長のエルンスト・ヴァーゲマン(Ernst Wagemann, 1884-1956)の業績 は、トゥーズ（Adam 
Tooze, 1967-）によれば（Tooze, Adam, Statistics and the German State, 1900-1945. The Making of 
Modern Economic Knowledge, Cambridge University Press, 2001, p. 121）、「明らかに、我々が今日知
っているようなマクロ経済学の起源に極めて近いところに立っている」。ヴァーゲマンを軸とした組織的統計調
査の理論的基礎付けとして、とりわけ、Wagemann, Ernst, Allgemeine Geldlehre, Jena 1923, S. 146ff.
（青木孝義訳『貨幣理論』三笠書房、1940 年、154 頁以下。）; Wagemann, Konjunkturlehre, Berlin 1928, 
S. 27（小島昌太郎訳『景気変動論』雄風館書房、1933 年、38 頁以下。） 
155 Broadberry, Stephen /Kevin H. O’Rourke, ed., The Cambridge Eｓconomic History of Modern 
Europe, Vol. 2: 1870 to the Present, Cambridge University Press, 2010,, p. 31ff. 
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資料：Historical Statistics of the World Economy:  1-2008 AD 
 
図表 IV-2 ヨーロッパ主要諸国および世界強国の経済規模（本国と帝国） 1913 年 














米国 517.3 97.6 10 2 528 
ドイツ 280 67 12.5 3 288 
ロシア 265.1 170.9 - - 265 
英国 229.6 45.7 394.4 146 565 
フランス 129 39.8 47.6 23 159 
オーストリア‐ 
ハンガリー 
122.4 47.5 - - 122 
イタリア 96.4 35.4 1.9 1 97 
スペイン 41.6 20.2 0.9 1 42 
ベルギー 32.4 7.6 11 20 39 
オランダ 22 6.2 49.9 181 62 
トルコ／ 
オトマン帝国 
18.3 13 12.3 40 26 
ポルトガル 7.5 6 5.6 43 11 
資料： Broadberry, Stephen and Kevin H. O’Rourke, ed., The Cambridge Economic History of Modern 
Europe,  Vol. 2: 1870 to the Present, Cambridge University Press, 2010, p. 34. 


























れば、1870 年から 1913 年までのイギリスの対外投資のうち、イギリスの（白人）旧植民地・自治領である USA、
カナダ、オーストラリア、ニュージーランド向け投資の比率は合計 41％にも達しており、同国植民地（アフリカ、
























                                                   
156 ソウル、S. B.、久保田英夫訳『イギリス海外貿易の研究』文真堂、1980 年、19、67、71、81 頁；宮崎犀一・
奥村茂次・森田桐郎編『近代国際経済要覧』81 頁、表 42。 
157 ソウル『イギリス海外貿易の研究』81 頁。 
158 西沢保『マーシャルと歴史学派の経済思想』岩波書店、2007 年、353-4 頁。 
159 Broadberry, Stephen and Kevin H. O’Rourke, ed., The Cambridge Economic History of Modern 
Europe, Vol. 2,  p. 12. 
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図表 IV-4 第一次世界大戦前のイギリス対
外投資累積残高 単位：100 万ポンド 図表 IV-3 第一次世界大戦前のイギリス国際収支  




























































表 IV-4 の各年は、図表 IV-3 の各期間の末年。 
資料： Imlah, Albert H., Economic Elements in the Pax Britannica. Studies in British Foreign Trade in the 19th 

































図表 IV-6 イギリスと合衆国間の国際収支         （単位：100 万ドル） 
 
注： ＋は、イギリスへの資金の純フローを示す。 
資料： ソウル、S. B.、久保田英夫訳『イギリス海外貿易の研究』文真堂、1980 年、19 頁。 
 
図表 IV-7 合衆国の貿易収支    
 （年平均、100 万ポンド） 
            





図表 IV-9 連合王国の国際収支 1910 年   
（単位：100 万ポンド） 
 
資料： ソウル『イギリス海外貿易の研究』、81 頁。 
 
図表 IV-8 合衆国の貿易外収支における純支払額 （1908／1909 年）  （単位：100 万ポンド） 
 




























1974 年、特に、41 頁注 5； 斧田好雄「マーシャルと 1903 年の関税改革運動」（上）、（下）『文化紀要』（弘前

















































                                                                                                                                                                        
ー、1988 年、300 頁。 
162 シャスター報告については、毛利健三『自由貿易帝国主義』、381 頁以下。 
163 マーシャル「国際貿易の財政政策に関する覚え書」下、86 頁以下。 
164 マーシャル「国際貿易の財政政策に関する覚え書」下、79 頁以下。 
165 ソウル『イギリス海外貿易の研究』；毛利健三『自由貿易帝国主義』。 
166 Broadberry, Stephen and Kevin H. O’Rourke, ed., The Cambridge Economic History of Modern 


























は、先に述べたように、J.クラーク・レイトとの共著へと変わった『国際経済学』第 5 版（1975 年）において、完全
に消失することになった。この点を最後に見ておこう。 














                                                   
167 各比率については、前述、参照。Broadberry, Stephen and Kevin H. O’Rourke, ed., The Cambridge 
Economic History of Modern Europe, Vol. 2,  p. 12. 
168 Ellsworth, P. Y., J. Clark Leith, The International Economy, 5th ed., Macmillan, 1975, p. 246ff. 
169 Ellsworth, Leith, The International Economy, 5th ed., p. 239. 
170 以下は、Ellsworth, Leith, The International Economy, 5th ed., p. 246f. 
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いることである。例えば、財 A を生産する場合にその将来に仮定される純益が、財 B に投資した場合に得られ
る利益率を超える場合には、企業は、財 A を生産した場合に初期の段階で想定される損失をカバーするため
に、財 A をより合理的に生産するために資金を借りるであろう。逆に、財 A の生産による将来の純益が、財 B





























































全体をなしそれ自体で完全な国民」(der Agrikultur-Manufaktur-Handelsstaat, die — ein harmonisches, ein 
geschlossenes Ganzes bildende — in sich selbst vollkommene Nation)、「以前に存在していた共同体とは比較に
ならないほど完全な共同体」(ein unendlich vollkommeneres Gemeinwesen als das früher bestandene)、「最初に
農・工・商業国を完全に形成させるにいたり」、物質的生産、精神諸力、政治諸制度、国家収入、国民の戦力、
人口の増加――「これら全ての点で、他のあらゆる国民の先端に立っている国民」(diejenige Nation,welche 
den Agrikultur-Manufaktur-Handelsstaat zuerst zur vollständigen Ausbildung gebracht hat, in allen diesen 
















                                                   
171 List, Das nationale System der politischen Oekonomie, S. 346ff.（小林訳、391 頁以下） 
172 後者の論点については、II(1)を参照。 





























みに、1870~1913 年のドイツの GDP 成長率は 2.90%、一人あたりのそれは 1.72%（ヨーロッパ主要諸国平均は
各々、2.04、1.29%）で、同国の TFP/一人あたり GDP は 72％であった。これに対して、連合王国（イギリス）の
GDP 成長率は 1.86%（一人あたりは 0.97％）、TFP/一人あたり GDP は、ヨーロッパ主要 8 カ国平均（73％）を
                                                   
174 List, Das nationale System der politischen Oekonomie, S. 346.（小林訳、391 頁） 
175 毛利健三『自由貿易帝国主義』、386 頁。関連して、今日のイギリスおよび英王室とタックス・ヘイブンとの
関係については、志賀櫻『タックス・ヘイブン――逃げていく税金』岩波書店、2013 年。 
176 Gerschenkron, Alexander, Economic Backwardness in Historical Perspective, in: Gerschenkron, 
A., Economic Backwardness in Historical Perspective, Harvard University Press, 1962（「歴史的視
野から見た経済的後進性」絵所秀紀他訳『後発工業国の経済史』ミネルヴァ書房、2005 年、所収；「歴史的観
点から見た経済的後進性」池田美智子訳『経済的後進性の史的展望』日本経済評論社、2016 年）; Tilly, 
Kapital, Staat und sozialer Protest in der deutschen Industrialisierung, S. 15ff. 
177 Tilly, Vom Zollverein zum Industriestaat, S. 59ff. 
178 Tilly, Vom Zollverein zum Industriestaat, S. 59. 




























                                                   
180 諸田實『フリードリッヒ・リストと彼の時代』、213 頁以下；同『晩年のフリードリッヒ・リスト』、71 頁以下。 
181 小林良彰「＜紹介＞Bertrand Gille, La banqe en France au XIX e si è cle(An Introduction to The 
Banks in France in the Nineteenth Century), Laibraire Droz・Gen è ve, Paris, 1970」『同志社商学』
（同志社大学商学会）、24 ( 4 ) , 1973 年。 
182 Gerschenkron, Alexander, Economic Backwardness in Historical Perspective（「歴史的視野から見
た経済的後進性」） 
183 List, Das nationale System der politischen Oekonomie, S. 365.（小林訳、414 頁） 
184 Abelshauser, Werner, Deutsche Wirtschaftsgeschichte von 1945 bis zur Gegenwart, 2. Aufl., 
München 2011; Krahnen, Jan P. , R. H. Schmidt, ed., The German Financial System, Oxford 
Universty Press, 2004. 
185 Gerschenkron, Economic Backwardness in Historical Perspective.（「歴史的視野から見た経済的後
進性」） 
186 Gerschenkron, Alexander, On the Concept of Continuity in History, in: Gerschenkron, 
Alexander, Continuity in History and other Essays, Harvard University Press, 1968, p. 34. (「歴史に
おける連続性の概念について」絵所他訳『後発工業国の経済史』所収、117 頁) 






進性が強調されてきたが、1870 年から 1913 年における同国の工業生産成長率（年）はヨーロッパで最も高か
ったのである（図表 IV-10）189。 
 
図表 IV-10 ヨーロッパ諸国の工業生産成長率  1870－1913 年（年率％） 














デンマーク 3.4 イタリア 2.7 ドイツ 4.1 
フィンランド 4.1 ポルトガル 2.4 ロシア 5.1 
オランダ 3 スペイン 2.7 スイス 3.2 
ノルウェイ 3.3     
スウェーデン 4.4     
英国 2.1     
資料： Broadberry, Stephen and Kevin H. O’Rourke, ed., The Cambridge Economic History of Modern 











                                                                                                                                                                        




なお依然としてトップの座を維持し続けていた。Broadberry, Stephen and Kevin H. O’Rourke, ed., The 
Cambridge Economic History of Modern Europe, Vol. 2, p. 34. 本稿、図表３を参照。 
189 1885 年以後のロシアの工業成長率に関する論考において、ガーシェンクロンは、「1890 年代」を、「1914
年以前におけるロシア工業化の黄金期」(the nineties, the golden age of Russian industrialization in 
the pre-1914 period)と呼んでいる。Gerschenkron, Alexander, The Rate of Growth in Russia: The 
Rate of Industrial Growth in Russia, Since 1885, in:  The Journal of Economic History, Vol. 7, 
Supplement: Economic Growth: ASymposium (1947), p. 147. 
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図表 IV-11 ヨーロッパ主要国の GDP  1870～1914 年 
 
＊単位： million 1990 International Geary-Khamis dollars190 
資料： Broadberry, Stephen and Kevin H. O’Rourke, ed., The Cambridge Economic History of Modern 
Europe, Vol. 2: 1870 to the Present, Cambridge University Press, 2010, p. 33. 
 
ところで、マーシャルは、経済発展の連続性、漸進性ということを特別に好んだ経済学者だった。彼は、『経




motto of my Principles which is:—Natura non facit saltum: i.e. economic evolution is gradual and continuous on 









                                                   
190 Broadberry, O’Rourke, ed., The Cambridge Economic History of Modern Europe, Vol. 2: 1870 to 
the Present, p. 33 には、GDP of six major powers in 1990 international dollars とあり、million が脱落
している。次を参照、Historical Statistics of the World Economy:  1-2008 AD 
(www.ggdc.net/maddison/Historical_Statistics/vertical-file_02-2010.xls) 
191 Marshall, Industry and Trade, p. V.（永澤訳『産業と商業』（第一分冊）5 頁） 
192 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. ix-x.（馬場訳『経済学原理 I』xi-xii） 
193 Predergast, Marshall as a Development Economist, in: Jomo, ed., The Pioneers of Development 
Economics. Great Economists on Development, p. 100. 本稿 V(2)参照。 








批判的分析を逃れて「日常言語」(everyday language)へと解放されて「ハイブリッドな概念的塊」(the hybrid 
conceptual mass)へと転生した「連続性」の概念、つまり「科学的認識と社会的望ましさの最も快い合成品」(a 

































                                                   
































                                                   
197 伊藤元重『ゼミナール国際経済入門』（日本経済新聞社、1989 年）、289 頁以下をも参照。 






































                                                                                                                                                                        
なお、同書のテーマの関連資料は、京都大学に「文献目録データベース林信太郎」として整理されている。 
199 Mill, John Stuart, Principles of Political Economy with some of their Applications to Social 
Philosophy, Books I-II, (First ed. 1848), University of Toronto Press, 1965, p. 752ff. 
200 Predergast, Marshall as a Development Economist, in: Jomo, ed., The Pioneers of Development 
Economics. Great Economists on Development, p. 95. 
201小林良彰「＜紹介＞Bertrand Gille, La banqe en France au XIX e si è cle(An Introduction to The 
Banks in France in the Nineteenth Century), Laibraire Droz・Gen è ve, Paris, 1970」『同志社商学』

































                                                   
202 Predergast, Marshall as a Development Economist, p. 95. 
203 本稿、IV(1)を参照。 
204 Mill, Principles of Political Economy with some of their Applications to Social Philosophy, Books 
I-II, (First ed. 1848), p. 63ff. 
205 North Douglass C., Structure and Change in Economic History, W. W. Norton & Co Inc, 1981, 
Chapter 13（中島正人訳『文明史の経済学――財産権・国家・イデオロギー』春秋社、1989 年）; Abelshauser, 
Werner, Von der Industriellen Revolution zur Neuen Wirtschaft. Paradigmawechsel im 
wirtschaflichen Weltbild der Gegenwart, in: Osterhammel, Jürgen, Dieter Langewiesche, Paul 
Nolte(Hg.), Wege der Gesellschaftsgeschichte, Göttingen 2006. 









one another in a chain of causation)のではなく、「全ては相互に決定しあう
．．．．．．．．．．．









を前提しており、それは存在しないものである」208。「経済進歩という高度なテーマ」(the high theme of 
economic progress)に取り組んでいく際に「とりわけ必要なことは、経済問題を有機的成長の問題としてではな




のエピグラフ「一つのことの中に多くのことがあり、多くのことの中に一つのことがある」(The many in the one, 
























                                                   
207 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. x. （馬場訳『経済学原理 I』xi-vii 頁） 
208 Marshall, Principles of Economics, 1890, p. 425. 
209 Marshall, Principles of Economics, 8th ed., p. 461. （馬場訳『経済学原理 III』182 頁） 
210 Marshall, Ｉｎｄｕｓｔｒｙ ａｎｄ Ｔｒａｄｅ, p. v. （永澤訳『産業と商業』（第一分冊）5 頁 
211 Wehler, Hans-Ulrich, Modernisierungstheorie und Geschichte(1995), in: Hitzer, Bettina, 
Thomas Welskopf(Hg.), Die Bielefelder Sozialgeschichte. Klassische Texte zu einem 
geshichtswissenschaftlichen Programm und seinen Kontroversen, Bielefeld 2010, S. 199ff.（山口定・









対抗したドイツの経済学者フリードリッヒ・リストの著作であったという212。中国は 2001 年、WTO に加盟した。中
国経済は、1978 年に始まった改革開放政策により国際化の方向に舵を切り、とりわけ 1992 年以後、投資と貿
易を著しい規模とスピードで推し進めてきたが、WTO 加盟は、ハンの憂慮に反して、その後の展開が示すよう
に、中国経済の驚異的な成長の新たなスタートの画期となった（図表 V-2 を参照）。 
 
図表 V-2 中国とアメリカ合衆国の GDP    1950~2008 年  




































































注： 縦軸は対数目盛。年々の GDP 成長率が長期的にほぼ一定の場合には、半対数グラフはアメリカの場
合のように直線に近い形となる213。 
資料：Historical Statistics of the World Economy:  1-2008 AD 
www.ggdc.net/maddison/Historical_Statistics/vertical-file_02-2010.xls 
 
1997 年のタイ・バーツ危機に始まるアジア通貨危機と 2008 年のリーマンショックに続く世界金融危機を乗り
越えて発展を続ける中国経済は、経済発展の「中国モデル」と言われるまでに巨大な成長を遂げた。それを、
かつての欧米や東アジアにおける国家主導による工業化と比較し、それらの共通性を、リストの『国民的体系』
                                                   
212 Tennenbaum, Jonathan, China needs Protectionalism and the ideas of Friedrich List, in: EIR 






再生可能エネルギーに関連する産業だけ見ても、中国の風力発電の伸びは 2007 年から 2008 年以降加速化
し215、その 2011 年の新設容量は、他の諸国を大きく上回る 1800 万kW を示した216。二位の米国はその約三分
の一であり、日本は中国の百分の一にも満たない。また、太陽熱温水器の設備容量の国別シェアでも、中国





年）を務めた後、世界銀行副総裁を歴任したリン・イーフー（Justin Yifu Lin、林毅夫 Lín Yìfū、1952-)は、（国際
経済に接続した）開放的市場経済の下で発展可能な企業を、「自生能力」(viability)の概念によって定義し、自
生能力のある企業の存立にとって必要不可欠な条件として、企業が所属する経済（国民経済）の生産要素（資
本と労働）に関する「要素賦存構造」(endowment structure)から導かれる「最小コストの技術」(the least-cost 
technology) を、この時点での「最適技術」(appropriate technology)として、投資財の形で輸入し産業を発展さ
せていくことを出発点に置いた218。このコンセプトの基本モデルを示す図表 V-3-1 では、この最適技術は、産












                                                   
214 Breslin, Shaun, The ‘China Model’ and the global Crisis: from Friedrich List to a Chinese Mode 
of Governance, in: International Affairs, 87: 6, 2011. 
215 長谷川公一『脱原子力社会へ』岩波書店、2011 年、120 頁。 
216 「風力新設伸びず」東京新聞、2012 年 2 月 20 日夕刊。 
217 「中国 国家戦略で促進」東京新聞、2012 年 2 月 6 日朝刊。 
218 Lin, Justin Yifu , Development Strategy, Viability, and Economic Convergence, in: Economic 
Development and Cultural Change, 53(2), 2003; Lin, Justin Yifu & Mingxing Liu, Development 
Strategy, Viability and Challenges of Development in Lagging Regions, May 2003. Paper prepared 
for the 15th World Bank’s Annual Bank Conference on Development Economics to be held in 
Bangalore, India on May 21 and 22, 2003; Lin, Justin Yifu, Demystifying the Chinese Economy, 
Cambridge University Press, 2012（林毅夫『北京大学中国経済講義』劉徳強訳、東洋経済新報社、2012
年）, p.111ff. 
219 Lin, Demystifying the Chinese Economy, p. 144ff. （『北京大学中国経済講義』124 頁以下）; 
Krugman, P., The Myth of Asian's Miracle, in: Foreign Affairs, 73, 1994（邦訳『中央公論』95 年１月号，
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図表V-3-2は、図表V-3-1のロジックを一産業部門（多くの異なる製品からなる）に関して試みたものである。
I1, I2, I3 は、この順序で資本集約度が高くなる 3 種類の製品の等産出量曲線(isoquants)を示し、それらは、同
じ産出価値を有する。したがって等産出額曲線 I は、この産業における等産出量曲線 I1, I2, I3 の包絡線である。
等産出額曲線上のどの点も、特定の技術によって生産され同じ価値を持つ特定の製品を示している。企業が
開放的・競争的市場において存続しうるためには、その国の等費用曲線を考慮して生産すべき製品を選択す
る必要がある。等費用曲線が C1 の場合には製品 A1 を生産すべきである。生産要素の賦存構造が高度化し、
等費用曲線がC1→C2→C3と変化した場合には、それにともなって生産すべき製品もA1→A2→A3へと、即ち労
働集約的製品から資本集約的製品へと変化する。 
このモデルを経済全体に関して示したのが図表 V-3-3 である。この経済は I,J,K の 3 つの産業からなり、そ
の等産出額曲線は I,J,K であって、各産業では異なった技術によって複数の製品を生産しうるとする。ここで、
等費用曲線が C であるような発展途上国の場合、その国は、製品 I1と J1に比較優位を持ち、等費用曲線が D




















                                                                                                                                                                        
「まぼろしのアジア経済」)。関連して、福田慎一「東アジア地域における経済成長の源泉」『フィナンシャル・レ
ビュー』（大蔵省財政金融研究所）、July, 1998。 
220 Lin, Demystifying the Chinese Economy, p. 143f.（『北京大学中国経済講義』124 頁）。この論点につ
いては異論を含めて様々な見解があろう。例えば、次を参照、中兼和津次『開発経済学と中国経済』名古屋大
学出版会、2012 年、124 頁以下、250 頁以下。なお、中国経済においては、1998 年～2011 年に鉱工業生
産額に占める外資系企業のシェアは 25％から 33％であり、後者の数字を示した 2004 年以後は年々下降し
て 2011 年には 26％に落ち着いている。このようにほぼ一定の比率（1/4 程度）を維持しているように見える外
資系企業のシェアに対して、国有企業のシェアは 50％から 26％まで年々後退し、その分、その他の民間企
業のシェアが 26％から 48％へと増加している。丸川知雄『チャイニーズ・ドリーム―大衆資本主義が世界を変
える』ちくま新書、2013 年、187 頁以下。 
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図表 V-3-2  
一産業部門における生産要素の相対価格と製品選択 
 









 あの 9.11 で世界的な注目を集めた『文明の衝突』221の著者サミュエル・ハンチントンは、1996 年に、「中国の
急激な興隆は、19 世紀末期のヨーロッパで、ウィルヘルム時代のドイツが支配的勢力として勃興したのに似て
いる」との、「専門家」の見解を紹介している222。1880 年代後半～90 年代以後におけるドイツの工業国としての




                                                   
221 Huntington, Samuel P., The Clash of Civilizations and the Remaking of World Order, Simon & 
Schuster, 1996（鈴木主税訳『文明の衝突』集英社、1998 年） 
222 ハンチントン、サミュエル『文明の衝突と 21 世紀の日本』集英社、2000 年、154 頁。 
223 以下に関わって、1850～1945 年の英独仏の GDP の変化については図表 15 を参照。 
資料： Lin, Justin Yifu, Development Strategy,  
Viability, and Economic Convergence,  
in: Economic Development and Cultural Change,  
53(2), 2003; Lin, Justin Yifu, Demystifying the Chinese 
Economy, Cambridge University Press, 2012, p. 111-118. 
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り、全体としては残念ながらその最初で最も根本的な犠牲者であったフランス人」によって224、代弁されること
になる――「方法的制覇」（Une conquête méthodique）、と。 
この言葉によって有名となる問題の論考は、1890 年代末に、フランスの一青年によって書かれ、最初、「ドイ
ツの制覇――ドイツの拡張に関する試論」（La Conquête allemande, essai sur l'expansion germanique）とのタイ
















                                                   
224 引用のうち前者の原文は、“Das ist keine philosophische Rasse — diese Engländer.” 後者の原文は、
“Die Franzosen sind nur die Affen und Schauspieler dieser Ideen gewesen, auch ihre besten 
Soldaten, insgleichen leider ihre ersten und gründlichsten Opfer.” Nietzsche, Friedrich, Jenseits 
von Gut und Böse. Vorspiel einer Philosophie der Zukunft, 252~253, Leipzig, Druck und Verlag von 
C.G.Naumann,1886. http://www.nietzschesource.org/#eKGWB/JGB. フリードリッヒ・ニーチェ『善悪の
彼岸』（1886 年）（『善悪の彼岸・道徳の系譜』筑摩書房、1993 年、所収）、283 頁以下。Mann, Thomas, 
Betrachtungen eines Unpolitischen(1. Ausgabe, Berlin 1918), 4. Aufl., Frankfurt/M 2009, S. 101（前
田敬作・山口知三訳『非政治的人間の考察』(上)、筑摩書房、1968 年、116 頁）をも参照。 
225 ポール・ヴァレリー「方法的制覇」（同『ヴァレリー・セレクション 上』平凡社、2005 年；同『精神の危機 他
十五篇』岩波文庫、2010 年、所収）。平凡社版、松田浩則「解題」（前掲書、所収）、293 頁、及び岩波文庫版、
恒川邦夫「解題・訳注」438 頁以下、を参照。 
226 清水徹『ヴァレリー――知性と感性の相克』岩波書店、2010 年、64 頁。なお、同書は、この”Made in 
Germany”の記事が The New Review 誌の主宰者 William Henley 自身の執筆によるものとしている。しか
し、同誌に連載された”Made in Germany”の執筆者は、Ernest Edwin Williams である。この連載はほど
なく次の書物として刊行された。Ernest Edwin Williams, Made in Germany, London: William 
Heinemann, 1896, の Preface(p. IX)を参照。また、前掲、恒川邦夫「解題・訳注」438 頁以下を参照。
Williams の同書とナショナリズムについては、次をも参照、小野塚知二『経済史』有斐閣、2018 年、444 頁以
下。 
227 引用は、清水徹『ヴァレリー――知性と感性の相克』岩波書店、2010 年、64 頁。ただし、同書は、「自分〔つ
まりヘンレー・・・本稿筆者〕の論旨を発展させ・・・」としているが、正確には同誌に連載された記事”Made in 
Germany”（Ernest Edwin Williams 執筆）の論旨であろう。 




図表 V-4 イギリス、フランス、ドイツの GDP 1850～1945 年  




































































































                                                   
229 第一次世界大戦による人的・物的損失については、Broadberry, Stephen and Mark Harrison, The 
Economics of World War I, Cambridge University Press, 2005, p. 28; Broadberry, Stephen and 
Kevin H. O’Rourke, ed., The Cambridge Economic History of Modern Europe, Vol. 2: 1870 to the 
Present, p. 149. 
230 事実関係（及び批判的評価）については次を参照、Knortz, Heike, Wirtschaftsgeschichte der 
Weimarer Republik, Vandenhoeck & Ruprecht, 2010, S. 96; Feinstein, Charles H., Temin, Peter, 
Toniolo, Gianni, The European Economy between the Wars, Oxford University Press, 1997, p. 33. 
231 Luther, Hans, Edgar Salin (Mitarbeiter), Vor dem Abgrund. Reichsbankpräsident in 
Krisenzeiten 1930 - 1933, Berlin 1964, S. 156f. 
232 当時のドイツ政府（ブリューニング内閣）の蔵相ルターは、その回顧録で次のように書いている、「左右の
急進主義には、賠償問題の解決まであまり厳しい態度を取らなかった。何故なら、急進主義が持つ危険性〔を
説くこと]は、外国との交渉において衝撃力のある議論を演出したからである」 、と。Luther, Vor dem 
Abgrund. Reichsbankpräsident in Krisenzeiten 1930 - 1933, S. 256. 
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図表 V-5 フランス、ドイツ、英国、米国の GDP：二つの世界大戦の前年と大戦終了の年 
                単位：million 1990 International Geary-Khamis dollars 






































1913 年 1918 年 1938 年 1945 年 
1918 年／ 
1913 年 (%) 
1945 年／ 
1938 年 (%) 
フランス 144,489 92,328 187,402 102,154 63.89 54.51 
ドイツ 237,332 194,612 342,351 302,457 81.99 88.34 
英 国 224,618 254,268 297,619 347,035 113.20 116.60 
米 国 517,383 593,956 799,357 1,644,761 114.80 205.76 
 
